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昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
都
情
研
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
全
都
か
ら
約
七
百
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
小
学

校
全
校
で
実
施
さ
れ
、
中
学
校
で
の
実
施

も
目
前
に
迫
っ
て
い
る
特
別
支
援
教
室
体

制
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
年
度
は
「
特
別
支
援
教
室
の
現
状
と

課
題
」
を
研
修
会
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

墨
田
区
立
錦
糸
小
学
校
を
中
心
に
行
っ
た

実
践
事
例
の
報
告
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
東
京
都
が
考
え
て
い
る
特

別
支
援
教
室
体
制
で
の
教
室
運
営
の
基
本

的
な
考
え
方
や
運
営
上
の
工
夫
、
成
果
と

課
題
な
ど
に
つ
い
て
共
通
理
解
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
教
育
庁
都
立
学
校
教
育

部
主
任
指
導
主
事
の
和
田
慎
也
先
生
、
指

導
部
特
別
支
援
教
育
指
導
課
指
導
主
事
の

後
藤
眞
里
先
生
を
お
迎
え
し
た
座
談
で
は
、

国
や
東
京
都
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
特

別
支
援
教
育
の
方
向
性
や
、
特
別
支
援
教
室

の
運
営
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
材
確
保
、

専
門
誹
祁
一
能
砦
端
儲
罐
卵
計
瀝
隼
輻
峠
詐
竺
詐
癖
型
礒
と
匿
昌
」
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人
材
育
成
等
へ
の
認
識
や
対
策
な
ど
を
具

体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

私
た
ち
都
情
研
が
特
別
支
援
教
室
の
体
制

を
構
築
す
る
上
で
、
人
材
育
成
に
直
接
つ

な
が
る
高
い
専
門
性
と
質
の
高
い
指
導
力

の
育
成
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

最
大
の
課
題
は
人
材
育
成

今
年
度
、
都
情
研
で
は
「
特
別
支
援
学

級
・
教
室
の
実
態
を
調
査
し
、
適
切
な
指

導
、
教
育
環
境
、
研
修
体
制
の
充
実
に
活

か
す
こ
と
」
を
目
的
に
実
態
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
特
別
支
援
教
室
の
拠
点
校
か
ら
巡
回

指
導
教
員
と
し
て
各
校
の
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
教
員
の
約
八
割
が
、
特
別
支
援
担

当
経
験
年
数
五
年
未
満
と
い
う
実
態
で
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
数
の
増

加
に
伴
い
、
一
人
当
た
り
の
指
導
時
数
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
個
別
指

導
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
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ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
少
な
い
指
導
時
数

や
個
別
指
導
で
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

指
導
内
容
の
精
選
や
在
籍
学
級
と
の
指
導

の
継
続
、
連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

巡
回
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
私
た
ち
が
基

本
的
な
指
導
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
実
践

的
に
高
め
て
い
く
仕
組
み
を
実
効
的
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
と
言
え

ま
す
。都
情
研
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
研
修

を
ほ
ぼ
月
に
一
回
の
割
合
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
高
い
専
門
性

と
質
の
高
い
指
導
力
を
身
に
付
け
る
た
め

に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
の
研
修
会
の
実
施
状
況
は
以
下
の
通

り
で
す
。
下
記
の
表
は
、
第
五
回
の
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
の
実
施
状
況
を
切
り
取
っ
た
も

の
で
す
。
各
地
区
の
実
態
に
応
じ
て
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
講
師
を
選
定
し
て
障
害
教

育
と
対
象
児
童
・
生
徒
へ
の
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
、
教
員
が
学
べ
る
研
修
と
と
も

に
、
各
地
区
の
巡
回
指
導
体
制
の
状
況
に

つ
い
て
も
情
報
を
交
流
し
、
よ
り
よ
い
ア

イ
デ
ア
を
習
得
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
研
修
会
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、

当
該
教
員
の
研
修
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

都
情
研
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
副
会
長

や
担
当
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

企
画
運
営
本
部
を
中
心
と
し
て
、
特
別
支

援
教
室
体
制
を
支
え
る
教
員
の
高
い
専
門

性
と
質
の
高
い
指
導
力
を
目
指
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
「
都

平成3(〕年度都情研第5回ブロック研修会（10月9日、 情
研
の
研
修
に
参
加
す
れ
ば
、
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
最
先
端
の
学
び
が
で
き
る
」

と
い
う
研
究
・
研
修
風
土
を
基
盤
に
、
「
力

を
付
け
て
子
供
た
ち
の
成
長
や
幸
福
に
つ

な
げ
た
い
。
」
と
い
う
教
員
の
願
い
に
応
え

る
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
意
欲
の
あ
る
先
生
方
が
積
極

的
に
研
修
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
各
地
区

の
教
育
委
員
会
、
管
理
職
の
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12日）の概要

テーマ・内容 参加数場所 識師ﾌﾞﾛｯｸ

「特別支援教室等における児童・生徒

のアセスメントと専門的な指導」

マイン。Eラボ・スペース

臨床心理士大西知佐子先生
葛飾区立上平井小学校~~B蝦

q穴戸

1乙○

「児童・生徒の『強い力（好きなこと

や得意なこと)』を生かした将来を見掘

える指導のあり方について」

明星大学教育学部教育学科

准教授森下由紀子先生

国立オリンピック記念

青少年総合センター
北 151

早稲田大学大学院教職研究科

臨床心理士長岡恵理先生

「発達障害支援～青年期の当事者から

のメッセージ～」
南 品川区立荏原平塚学園 123

一般社団法人チャイルド・ラボ

代表理事藤原里美先生

「自分理解と自分支援～エンパワメン

トを育てる～」
調布市立石原小学校多摩北 133

「プリーズしてしまう小学校中学年

ASD女子への対応」

SpaceZeroPDD心理教育研究所

所長水野薫先生

昭島市立つつじが丘

小学校
多摩南 137

合計 559



(2)

平成30年度東京都公立学校情緒障害教育研究会活動報告
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’
神奈川県立保健掴祉大学リハビリテーション学科作業

療法学専攻大学院保健褐祉学和研究科顕授笹田
哲先生

配念調涜洩勉「作興蒙法と発達障害のアセスメント～峨覚や〕運

動の視点からの実懇把握と指導 こついて～」
本部
多婦北定期総会・記念講演会 4局17巳 小平市民会距ルネこだいら・大ホーノ ﾌ塵プ14:15

西東京市豆果伏見小学検特別支狸教室そよかぜ括導

教諭上山雅久先生
｢都禰研の現状と期待することについて」囚厩灰両男三寺島小学綾・体音飽5月15日 14：30 96[&

町田市立南成釧小学校サボ トル ム撫師伊藤久美
先生

｢箱別支暖教育､禰緒踊富教育の括導内容等について」疎馬区立旭丘小学松・特別支振裸体育館北 5月15日 14：30 146

小平市立小平第十四小学校特別支播教室主任教諭
熊谷敬子先生

品川区立荏原平塚学圃・5階ホール ｢浦別支援教室～子ども尼らの本来の力を引き出すだめに～」南 5月15日 14：30 115

第1回ブロック研修会
（入門研修） 「ソーシャルスキルのアイテム化についての発案のきっかけやエ

ピテンス、実践例について」
府中市立胴中第三小学筏･体育館多摩闇 5月15日 14；30 中野区立職丼小学檀主任教論伊麗歴太郎先生 183

「都偏研の組闘について」
「蒋別支掴教室巡回播導教員の役割とは～先輩教員の経験を通
して～」

あきる野市立屋城小学筏主幹教揃宮源成通先生

あきる野市立多西小学校主幹教縮中村敏秀先生
昭島市立中神小学校・体育館多服北 5月15日 14：30 1 12

第1回ブロック研摩会合計（人） …

|":sol14：30
国立ｵﾘﾝﾋｯｸ配志冑少年縫合ｾﾝﾀ
カルチャー棟大ホール

隅涜会「箱別支温教室等の教員に必要な専門性とは～
ペクトラムを中心としだ障塞特性を中心 こ～」

PDD心理教育研究所所長（元褐島大学
水野顛先生

本部 6月26日 708

第2回ブロック研修会
（5地区合同入門研修）

第2回ブロック研耀会合計（人） 恋

国立オリンピック紀念冑少年縫合センター
センター裸311弓室

睡額反行槐糸小学松唆長伊璽康次先生（本会副会

長〕
｢教室・学姫運営の現状と謀題」栗 7月10日 14；30 93

第一分科会「教室・学級揮壹についての禰服交換」

第二分科会「教+小楯導についての体験型研修」
北区立八咽小学捜佼長
畏〕

発表者：大田反r7志茂

康ウ翠四日野小学稜
中学松上野好■先生

大田反r7志茂

B野小学稜

市川由紀絵先生〔本会園'1会
北 7月10日 14：30 北区立八開小学松・体育館 164

第3回ブロック研修会

（教室・学級運営）

田小学校三村勝規先生、品ll

美馬景子先生、過反面白金の丘
上野好■先生・唖島弓哩先生

｢各地区の巡回状況の粥告等J
｢中学校の特別支援教室について｣

南 7月10日 世田谷灰汀玉川中学快・中町ふれあいホ ル14：30 1 11

府中市立府中第三小学綬校長宇那宮鯉先生（本会副
会長）

多摩南 7月10日 府中市中央文化センタ ・ひばりホ ル ｢敦室･学級運営の現状と謹題」14：30 113

西東京市立栗伏見小学被福導教揃上ul雅久先生､渭

醐市立芝山小学捜主任教的小萱原幸子先生、立川市
立第八小学校主任教愉高麗絵美先生

「特別支概教室の運営について考える～小学校での教室運営と
中学校での教室翠附の実隈を通して～」

多摩北 7月10日 纈生市立榴生第三小学校・体育髄14 30 123

第3回ブロック研修会合計（人 …

日本大学文理学部百周年配念館日本大学文理学部百周年配念館

○記念縄涜「箱別支握叙室等における児■・生徒のアセスメント

と専門的な瑁導」
○実践発表北ブロック｢荒川区の実賎発表」 、多摩北ブロック
「中学校通級旧導学級･特別支個教室の役割」 、多摩南ブロック
「日野市特別支擬教室アセスメント こ基づく指導実践」、東ﾌ
ﾛｯｸ「摺四実践鞭告～巡回による脳別指導～」 ｢悟轌回書数画
における田害特性 こ応じた自立活動について考える～精別支温
教室における児■・生徒のアセスメントと専門的な宿導～」

S“ceZBroPDD心理･教育研究所所長元褐島大学
大学皖教授水野辰先生

西東京市教育委員会叙宵支援アドバイザ 渡辺圭太
郎先生

第3回夏季研究大会

（南ブロック大会）
本部

南
7月28日 午削午後 露ア

会砠「みちびき」 128号発行 本部 71二 公立幼・小・中学校等全皎配砺g+43m部
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「かかわる力」を育む対諸の蝿づくり

～考える。湿陰するSS~｢と遭境との相関～
栗京学芸大学照任脚師・雨神保睦福祉土
酌嬉美君先生

9月4日 台東区立平成小学桟・体竜館北 14：30 164

町田市立司成澱小学校ｻﾎｰﾄﾙｰﾑ旧師伊薩久美
先生

｢発運確言のある児逼･生徒へのかかわり方について」南 9月4日 14：30 世田谷灰ウ玉jll中学校・中町ふれあいホール
q一用

I竺I

第4回ブロック研修会
（専門研修） 「体全体と硯知覚の仕組みについての基本内容と特別支援学級

特別支援教室で使える具体的な婚導方濫」
株式会社盲硯舍視覚発還支援センタ 作莫療法土
町田大輔先生

多服南 9月4日 多摩市永山公民館・ベプルホール14：30 146

神奈川乗立保髄隔祉大学リハビリテ ション学科作藁

療法学専攻大学院保囲隠祉学科研究科敏授笹田
哲先生

「子どものできだ が増える明日から使える据導～■字･体
づくりの据導を中心として～」

多摩北 掴生市民会睡・小ホール9月4日 14t30 2“

第4回ブロック研修会合計（人〕 露ア

「蒋別支掻教室箸における児昼･生徒のアセスメントと専吋的な
宿導」

マイン。Eラボ・スペース臨床心理土大西知佐子
先生

栗 10月9巳 14；30 聴飾区立上平丼小学核・体商館 1つ具~~~

「児童･生徒の『強い力〔好きなことや偲忽なこと）』を生かし
に埒来を見据える播導のあり方について～進路，キャリア教育
と保謹者支掴の視点から～」

国立オリンピック配念青少年峰合センタ
センター裸309号室

10月12日 14：301t 明星大学教胃学部数育学秘准叙浸罧下由紀子先生 151

早稲田大学大学院教鳳研究料臨床心理士長岡患理
先生

品川区立荏原平塚学圃・5階ホール南

~多顕南
10月9日 発達障害支握～再年期の当事者からのメッセージ～」14：30 123

第5回ブロック研修会
（専門研修）

般社団濫人チャイルド･ラボ代衷理■遍原里美
先生

現市市立石原小学被・体育館10月9日 自分理壌と自分支援～エンパワメント･を青てる～14；30 1．句
ローｰ

「ﾌﾟﾘｰｽしてしまう小学校中学年ASD女子への対応～箱別支
援教室での宿導を考える～」

S画唾ZeroPDD心理教育研究所所長（元福島大学
大学院教授） 水野菌先生

昭囲市立つつじが丘小学校･俸育龍多頭北 10月9巳 14：30 1コア~~~

第5回ブロック研嫁会合計（人〕 6“

~ ~ ~~~ ~~~~~~~ ~

Oｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ夢閑灰立院糸小学校伊藤康次
皎長（本会E'|会得）

○パネラー厚用反立録小学桧水苔光一校長〔巡回

校〕 、墨胴灰立柳囚小学校小林大志授畏（巡回

被） 、囲用反rZ錦糸小学砿富田奈々主任敏輸（拠点
筏主任〕 、鹿用便立外手小学校折居麻紀主任教諭

（拠点綬主任）

○座談東京都教育庁都立学校教育部主任掴導主事
和田慎也先生、娼導部特別支遜教育指導牌指導主事

後扉眞里先生､国立市立固有第二小学捜畏小林理人
（本金会長）、西東京市立栗伏見小学校循導栽論上
山雅久（本会作函理港本部島務〕

Oｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ夢閑灰立院糸小学校伊藤康次
皎長（本会E'|会得）

○パネラー厚用反立録小学桧水苔光一校長〔巡回

校〕 、墨胴灰立柳囚小学校小林大志授畏（巡回

被） 、囲用反rZ錦糸小学砿富田奈々主任敏輸（拠点
筏主任〕 、鹿用便立外手小学校折居麻紀主任教諭

（拠点綬主任）

○座談東京都教育庁都立学校教育部主任掴導主事
和田慎也先生、娼導部特別支遜教育指導牌指導主事

後扉眞里先生､国立市立固有第二小学捜畏小林理人
（本金会長）、西東京市立栗伏見小学校循導栽論上
山雅久（本会作函理港本部島務〕

～裡長､据考主亭､学糾羊仔は聞いておかないと損をする!～
「崎別支援教室の現状と課睡」

1．都旧研実態胸画から見える特別支旧教室の現状と牒題
2.パネルディスカッション 希別支掴教室の充実のための拠点
校と巡回校の役割」

3 座誠「特別支優教室の現状と塀題」

～裡長､据考主亭､学糾羊仔は聞いておかないと損をする!～
「崎別支援教室の現状と課睡」

1．都旧研実態胸画から見える特別支旧教室の現状と牒題
2.パネルディスカッション 希別支掴教室の充実のための拠点
校と巡回校の役割」

3 座誠「特別支優教室の現状と塀題」

国立オリンピック肥念冑少年臨合センタ
カルチャー裸大ホール第3回都情研セミナー 本部 11月13日 14：30 6汚

東 12月4日 14：30 足京直行足立小学校・体育館 ｢発達性協調運動障言(〔工D の田要と恵例撲討」 うめだあけぼの学圃作興原法土酒井康年先生 154

「アセスメントに星づく児璽・生徒理解と合暇的配慮
LD、ADHDの月■・生硅への支援を中心に一
箱別支握教盲､両姥旬盲敗育の擢考内宮零について」

1ﾚ
蛇L 12月7日 緑馬区而n日丘小学桧・猪別支援陳体育館14：30 明星大学准教授癒下由規子先宝 150

「感禰のコントロールが唾し＜､授亜に夢加できない小2男児の
搭導の手だて」

元町田市立南成瀬小学校ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの教室主
幹敦錆伊源久異先生

廟 12月4日 千代田区立千代田小学綾・体育館14：30 124

第6回ブロック研修会
（専門研修） 「ﾊ王子市の特別支掴散室の国要と冥睡婦宙『箱別支膿教室における阿

害特性に師じだ自口沃動』」
鳩澗「伺略陣官報宵における煙言特性 こ恥じた禰司」

SpaceZefoPDD心理教音研究所所艮(元褐島大学
大学院教授） 水野鷺先生

南

北

摩

摩

多

多

12月4日 14：30 1王子市南大沢文化会館・交流ホール 146

「社会性･ｺﾐｺﾆｹ ｼｮﾝの牒題と生活里甑の小実団据導～怖別支
掴教室S寂室の実越～」
煽潤「ことばの発逸と社急性・コミュニケ ションの屠導」

第6回ブロック研修会合計（人）

早稲田大学大学院教祁研究科･保鯉センタ 学生栢馳
室臨床心理±長岡悪理先生

12月4日 14：30 国立市立国立第四小学佼・体商龍 128

涯

会絹「みちびき」 129号発行 本部 2月 公立幼・小・中学校害全校配拓針43mgI公立幼・小・中学校害全校配拓針43mgI

亜京都敦隠員研修センター教育腰題

研究発表会
本部 1月15日 13：” 東京都教園員研羅センター ボスター展示

第7回ブロック研修会
（区市町村地区研修）

地区 2月5日 14：30 各地区において 650

会報「みらぴき｣ 130星発行 本部 3月 公立幼・小・中学校等全被配布8卜43m部

叩成30年度活動粥告貰料 本81 3月 発行

L 全研彫金穆加言合計（人） …7
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平成31年度東京都公立学校情緒障害教育研究会活動計画

研修会名、事業名

企画運営本部委員研修会①

第1回企画運営本部会・役員会

平成31年度定期総会・記念講演会

地区ブロック本部会（5地区合同）

企画運営本部委員研修会②

第1回地区ブロック研修会（都情研入門）

●各地区実態調査（基準日5月1日）

企画運営本部委員研修会③

第2回地区ブロック研修会（都情研入門）

第3回地区ブロック研修会（教室・学級運営）

企画運営本部委員研修会④．研究大会準備作業

★東京都教育委員会との連絡会◆会報「みちびき131号」発行

企画運営本部委員研修会⑤．研究大会準備

第4回都情研研究大会（多摩南ブロック大会）

第2回企画運営本部会・役員会（昼）

中学校特別支援教室課題研修会

★三連協（都難言、都弱視）

第4回地区ブロック研修会（専門研修①）

企画運営本部委員研修会⑥

第5回地区ブロック研修会（専門研修②）

企画運営本部委員研修会⑦

◎都情研セミナー（主に行政説明）

第6回地区ブロック研修会（専門研修③）

企画運営本部委員研修会⑧

◆会報「みちびき132号」発行

地区ブロック本部会（5地区合同） ・企画運営本部委員研修会⑨

企画運営本部委員研修会⑩

第7回地区ブロック研修会（各区市町村）

第3回企画運営本部会・役員会

企画運営本部委員研修会⑪

◆篝R旧みちびき133副発行◆都剛｢羽戎31罐↑頚諏告］発行
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○
今
年
度
を
振
り
返
っ
て

「
平
成
最
後
の
○
○
」
と
い
う
の
が
流

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
倣
っ
て
今
年

度
の
都
情
研
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

平
成
の
最
初
の
頃
は
、
ま
さ
し
く
「
情

緒
障
害
」
学
級
設
置
校
が
本
会
運
営
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
が
「
通
級
制
情
緒
障
害

学
級
」
で
す
。
本
会
に
お
い
て
は
自
閉
症

教
育
の
研
究
、
実
践
と
検
証
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
終
わ
り
か
ら

こ
の
時
期
に
か
け
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー

ナ
・
ウ
イ
ン
グ
博
士
に
よ
っ
て
「
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
」
が
再
発
見
さ
れ
、
知
的

障
害
を
伴
わ
な
い
「
自
閉
症
」
が
、
通
常

の
学
級
の
中
に
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
言
わ
れ
始
め
た
頃
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
五
年
に
「
通
級
に
よ
る
指

導
」
が
法
制
化
さ
れ
「
情
緒
障
害
通
級
指
導

学
級
」
と
名
称
変
更
し
、
特
別
支
援
教
育

制
度
が
導
入
さ
れ
て
、
「
情
緒
障
害
等
通
級

指
導
学
級
」
に
、
そ
し
て
「
特
別
支
援
教
室
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
驚
く
べ
き

こ
と
は
、
平
成
の
初
め
た
っ
た
数
十
校
だ
っ

た
設
置
校
が
、
今
年
度
、
小
学
校
全
校
設

置
（
約
千
二
百
校
）
を
達
成
し
た
こ
と
で
す
。

新
体
制
都
情
研
三
年
目
の
今
年
度
も
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
そ
し
て
関
係
機
関
の
方
々
に
支
え

ら
れ
、
の
べ
六
千
名
を
超
え
る
参
加
者
と

と
も
に
専
門
研
修
を
実
施
し
、
三
十
年
間

で
大
き
く
な
っ
た
都
情
研
、
平
成
最
後
の

運
営
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
学
校
の
特
別
支
援
教
室
完
全
実
施
、

そ
し
て
中
学
校
へ
の
導
入
が
進
み
、
初
め

て
情
緒
障
害
教
育
に
携
わ
る
巡
回
指
導
教

員
が
急
増
し
て
お
り
、
専
門
研
修
へ
の
ニ
ー

ズ
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も

運
営
へ
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。企

画
運
営
本
部
総
務
上
山
雅
久
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（
小
林
）
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
教
育
庁

都
立
学
校
教
育
部
主
任
指
導
主
事
の
和
田

慎
也
先
生
と
指
導
部
特
別
支
援
教
育
指
導

課
指
導
主
事
の
後
藤
眞
里
先
生
を
お
招
き

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
和
田
主
任
指

導
主
事
か
ら
国
と
東
京
都
の
動
向
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
田
）
国
の
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
動

向
の
中
で
も
、
主
に
特
別
支
援
教
室
に
関

わ
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
二
十
九
年
告
示
の
新
学
習

指
導
要
領
（
小
・
中
）
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
の
記
述
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
一
月

の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の

今
年
度
、
第
三
回
を
迎
え
た
本
研
修
会
で

は
、
都
の
施
策
担
当
者
で
あ
る
和
田
慎
也

主
任
指
導
主
事
と
後
藤
眞
里
指
導
主
事
を

お
迎
え
し
、
本
会
会
長
で
あ
る
小
林
理
人

校
長
の
司
会
の
も
と
、
座
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
そ
の
全
て
を
掲
載

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
括
弧
内
の
氏
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、

敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
～
広

報
担
当
～

平
成
三
十
年
度
第
三
回
都
情
研
セ
ミ
ナ
ー
座
談
（
抄
録
）

「
特
別
支
援
教
室
の
現
状
と
課
題
」

東

京

都

教

育

庁

都

立

学

校

教

育

部

主

任

指

導

主

事

和

田

慎

也

先

生

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
特
別
支
援
教
育
指
導
課
指
導
主
事
後
藤
眞
里
先
生

国

立

市

立

国

立

第

二

小

学

校

長

小

林

理

人

（

本

会

会

長

）

西
東
京
市
立
東
伏
見
小
学
校
指
導
教
諭
上
山
雅
久
（
本
会
企
画
運
営
本
部
総
務
）

批
准
後
、
最
初
の
改
訂
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
特
筆
す
べ
き
点
と
考
え
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
は
、
同
条
約
に
掲
げ

ら
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
、
通
常
の
学
級
、
通
級

に
よ
る
指
導
（
特
別
支
援
教
室
）
、
特
別
支

援
学
級
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
幼

児
・
児
童
・
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
場
を

確
保
し
、
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等

に
応
じ
た
指
導
や
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
全
て
の
教
科
等
に
お
い
て
、
各
教
科

等
の
学
習
の
過
程
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る

困
難
さ
に
対
す
る
「
指
導
の
工
夫
」
、
「
工

夫
の
意
図
」
、
「
手
だ
て
」
に
つ
い
て
学
習

指
導
要
領
の
解
説
に
例
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
点
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
四
月
、
義
務
教

育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び
運
営
の

改
善
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
「
加
配
」

で
あ
っ
た
教
員
配
置
を
、
障
害
に
応
じ
た

特
別
の
指
導
（
通
級
に
よ
る
指
導
）
の
た

め
の
基
礎
「
定
数
」
の
新
設
（
児
童
生
徒

十
三
人
に
一
人
）
と
し
、
平
成
二
十
九
年

度
よ
り
、
十
年
か
け
て
小
・
中
学
校
に
基

礎
定
数
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま

で
、
各
自
治
体
に
お
い
て
「
加
配
」
さ
れ

て
い
た
通
級
指
導
学
級
等
の
教
員
配
置
を
、

国
が
標
準
法
上
定
数
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
現
場
か
ら
す
る
と
、
あ
ま
り
変
わ

り
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
国
が
定

数
化
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。次
に
、
平
成
三
十
年
四
月
、
高
等
学
校

に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
の
制
度
化
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
御
存
知
の
と
お
り
、
高

等
学
校
は
単
位
制
で
あ
り
ま
す
が
、
障
害

に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
行
う
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
特
別
の
教
育
課
程
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
場
合
に
は
、
障
害
に
応
じ
た
特
別
の

指
導
を
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の

後
期
課
程
の
教
育
課
程
に
加
え
、
又
は
そ

の
一
部
（
必
履
修
教
科
・
科
目
等
を
除
く
。
）

に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
に

係
る
修
得
単
位
数
を
、
年
間
七
単
位
を
超

え
な
い
範
囲
で
全
課
程
の
修
了
を
認
め
る

に
必
要
な
単
位
数
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
は
三
年

間
で
七
十
四
単
位
以
上
の
履
修
が
必
要
な

の
で
す
が
、
こ
れ
に
通
級
の
指
導
で
履
修

し
た
年
間
七
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
卒

業
認
定
単
位
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、
特
別
支
援
教
室
に
係
る
東
京
都

の
施
策
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
改
め
て
、
特
別
支
援
教
室
で

学
ぶ
子
供
た
ち
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供

た
ち
へ
の
支
援
の
理
念
を
確
認
し
た
い
の

で
す
が
、
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
平
成

二
十
八
年
二
月
に
「
東
京
都
発
達
障
害
教

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

基
本
理
念
は
、
「
発
達
障
害
の
あ
る
全
て
の

児
童
・
生
徒
が
、
そ
の
持
て
る
力
を
最
大
限

に
伸
ば
し
、
将
来
の
自
立
と
社
会
参
加
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
教
育
的
支
援

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
発
達
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
と
障
害
の
な
い
児
童
・
生
徒
が
、

共
に
学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通

常
の
学
級
に
お
け
る
教
育
的
支
援
を
は
じ

め
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
多
様
な
教
育

の
場
を
拡
充
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行

う
場
、
多
様
な
教
育
の
場
の
一
つ
と
し
て
、

「
特
別
支
援
教
室
の
設
置
促
進
」
を
計
画
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
室
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
三
か
年
か
け
て
順
次
導
入
し
、
今
年
度

四
月
ま
で
に
都
内
公
立
小
学
校
約
千
三
百

校
全
校
に
導
入
を
完
了
し
ま
し
た
。
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
準
備
の

整
っ
た
区
市
町
村
か
ら
順
次
導
入
を
開
始

し
、
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
に
、
都
内
公

立
中
学
校
約
六
百
校
全
校
に
導
入
を
完
了

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

約
百
校
の
公
立
中
学
校
に
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。小
学
校
の
特
別
支
援
教
室
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
の
全

都
導
入
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
、
平

成
二
十
七
年
度
三
月
に
「
小
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
室
の
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会
に
周
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知
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
室
の
導
入
開
始
か
ら
三
年

経
過
し
、
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
の

中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
室
の
導
入

開
始
を
受
け
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
一
部

改
訂
を
、
平
成
三
十
年
六
月
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
特
別
支
援

教
室
の
導
入
に
必
要
な
事
項
を
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
モ
デ
ル
区
市
（
目
黒
区
・
北

区
・
狛
江
市
・
羽
村
市
）
の
事
例
を
掲
載
し
、

各
種
通
知
や
考
え
方
の
資
料
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
の
特
別
支
援
教
室
導
入

に
当
た
り
、
各
区
市
町
村
教
育
委
員
会
及

び
各
中
学
校
に
お
い
て
、
円
滑
に
導
入
す

る
た
め
の
手
引
と
し
て
、
「
中
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
室
の
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
各
区
市
町
村
教
育
委
員
会
に
周

知
し
ま
し
た
。
中
学
校
の
導
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
お
い
て
も
、
導
入
に
当
た
っ
て
の

考
え
方
や
留
意
点
、
手
続
き
な
ど
を
記
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

た
各
区
市
（
目
黒
区
、
葛
飾
区
、
日
野
市
、

狛
江
市
）
の
事
例
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
都
情
研
の
方
か
ら
西
東
京

市
立
東
伏
見
小
学
校
指
導
教
諭
の
上
山
先

生
に
先
生
方
が
日
常
指
導
す
る
な
か
で
感

じ
て
い
る
疑
問
等
を
代
表
し
て
お
聞
き
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
山
）
私
か
ら
課
題
や
質
問
に
つ
い
て
整

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
通
級
に
よ

る
指
導
に
関
係
し
て
二
十
七
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
三
年
く
ら
い
で
随
分
と
状

況
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
情

緒
障
害
等
の
通
級
に
よ
る
指
導
の
未
設
置

地
区
と
い
う
の
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
制
度
改
正
の
な
か
で
、
つ

い
に
全
校
に
特
別
支
援
教
室
設
置
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
都
情
研
も
そ
う
し
て
広
が
っ

て
き
て
、
こ
の
規
模
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
歴
史
を
振
り
返
る
と
非
常
に
感
動
的
で

す
。
専
門
員
も
そ
う
で
す
が
、
巡
回
指
導

教
員
が
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
増
え
た
と
い

う
の
は
感
動
的
な
状
況
で
す
。
た
だ
そ
れ

だ
け
大
き
な
大
改
正
、
大
改
革
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
の
時
期
は

生
み
の
苦
し
み
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の

か
な
と
も
思
い
ま
す
。
私
た
ち
指
導
に
携

わ
る
者
と
し
て
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
悩
む
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ

ん
な
状
況
を
歴
史
的
に
も
振
り
返
り
つ
つ
、

ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
課
題
な
の
で
す
が
、
都
全
体
で

の
異
動
が
あ
る
教
員
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
の
時
に
は
、

ど
こ
の
自
治
体
に
行
っ
て
も
大
体
同
様
の

や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
た
情
緒
障
害
教
育

が
、
自
治
体
ご
と
に
多
種
多
様
な
や
り
方

と
な
っ
て
、
「
あ
る
地
域
で
専
門
性
を
養
っ

た
教
員
が
、
違
う
地
域
に
異
動
し
た
ら
全

く
や
り
方
が
違
っ
て
い
て
、
も
の
す
ご
く

戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
思
う
よ
う
に
指

導
が
で
き
な
か
っ
た
り
」
と
い
う
こ
と
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
点
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
研
修

に
つ
い
て
で
す
。
専
門
性
の
あ
る
教
員
が

巡
回
し
ま
す
と
い
う
よ
う
な
触
れ
込
み
な

の
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
は
こ
の
専
門
性
を

育
て
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
、
現
場
と
し
て
は
苦
し

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
現
場
に
は
、
情
緒

障
害
教
育
の
指
導
経
験
豊
富
な
教
員
か
ら

助
言
を
受
け
る
機
会
が
極
端
に
少
な
く
て
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
臨
床

発
達
心
理
士
な
ど
の
心
理
の
専
門
家
よ
り

も
、
実
際
に
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
指

導
経
験
豊
富
な
教
員
等
に
助
言
を
受
け
る

機
会
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
多
い
が
、
区

市
町
村
内
に
経
験
者
が
少
な
い
地
域
が
多

く
、
も
っ
と
広
域
な
研
修
体
系
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
つ
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
点
目
は
、
特
別
支
援
教
室
の

指
導
に
つ
い
て
、
利
用
さ
れ
て
い
る
都
民

の
方
や
現
場
か
ら
直
接
届
い
て
い
る
よ
う

な
声
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

二
点
目
は
、
特
別
支
援
教
室
の
推
進
に

対
し
て
都
教
育
委
員
会
と
区
市
町
村
教
育

委
員
会
と
の
関
係
や
役
割
分
担
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
更
に
区
市
町
村
教
育

委
員
会
や
各
校
の
校
長
先
生
な
ど
の
管
理

職
の
方
に
東
京
都
の
施
策
が
ど
の
よ
う
に

伝
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
校
務
分
掌
上
の
配
慮
な
ど

も
入
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

三
点
目
は
、
異
動
の
際
の
配
盧
な
ど
も

含
め
て
、
巡
回
指
導
教
員
の
専
門
性
を
ど

の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
情
緒
障
害

等
の
通
級
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
積
ん
だ
方
が
、
他

地
区
の
情
緒
障
害
等
の
通
級
へ
異
動
し
て
、

そ
こ
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
形
で

広
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
辺
も
含
め
て
、
巡
回
指
導
教
員

の
専
門
性
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
い
く
の

か
東
京
都
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現
実
の
問

題
と
し
て
産
休
、
育
休
の
代
替
で
い
き
な

り
専
門
性
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
な
っ
た

方
も
い
る
な
ど
色
々
な
形
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
和
田
）
ま
ず
、
都
庁
に
直
接
に
都
民
の
方

か
ら
電
話
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
で
は
特
別

支
援
教
室
を
導
入
し
て
三
年
が
経
ち
ま
し

た
の
で
、
制
度
を
一
回
見
直
し
検
証
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
七
月
か
ら
区
市
町
村

教
育
委
員
会
と
各
校
を
回
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
巡
回
の

担
当
の
先
生
方
の
悩
み
や
生
の
声
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
今
後
の
制
度
の
設
計
と
見

直
し
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
の
区
市
町
村
教
育
委
員
会
と
私

た
ち
東
京
都
の
役
割
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

都
教
育
委
員
会
は
区
市
町
村
教
育
委
員
会

に
対
し
て
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
よ
う
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
特
別
支
援
教
室
の
導
入

に
つ
い
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
し

て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
区
市
町
村
教
育

委
員
会
が
、
導
入
計
画
の
策
定
、
教
職
員

や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
実
施
、

巡
回
指
導
体
制
や
教
育
内
容
・
方
法
等
の
説

明
を
行
い
ま
す
。
都
教
育
委
員
会
は
、
全
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公
立
小
学
校
に
お
け
る
導
入
目
標
年
度
を

設
定
（
平
成
三
十
年
度
）
し
、
特
別
支
援

教
室
設
置
経
費
の
補
助
（
簡
易
工
事
経
費
・

物
品
購
入
費
）
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
役
割
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
特
別
支
援
教
室
推
進

に
係
る
施
策
の
説
明
が
、
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

私
ど
も
東
京
都
と
各
区
市
町
村
教
育
委
員

会
指
導
室
課
長
会
に
お
い
て
必
要
な
こ
と

を
お
伝
え
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

（
後
藤
）
各
区
市
町
村
教
育
委
員
会
の
特
別

支
援
教
育
担
当
の
指
導
主
事
の
方
々
を
中

心
に
、
今
年
度
全
九
回
、
連
絡
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も
東
京
都
の

施
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、

指
導
資
料
を
紹
介
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、

各
区
市
町
村
教
育
委
員
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
の
場
を

設
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
を
そ
れ

ぞ
れ
で
紹
介
し
合
い
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
持
ち
帰
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
お

り
ま
す
。

（
和
田
）
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
お
し
て
、

各
学
校
に
は
情
報
が
届
い
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
直
接
私
た
ち
が
先
生
方
に
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
少
し

段
階
を
踏
ん
で
伝
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

校
務
分
掌
に
つ
い
て
は
、
巡
回
指
導
教

員
は
拠
点
校
で
常
時
勤
務
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
拠
点
校
に
お
け
る

分
掌
は
、
巡
回
指
導
教
員
と
し
て
の
業
務

に
支
障
が
無
い
よ
う
に
配
盧
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
巡
回
校
に
お
い
て
は
、
分
掌
や
学
校

行
事
に
つ
い
て
は
、
原
則
担
当
し
な
い
と
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

巡
回
指
導
教
員
の
専
門
性
を
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
く
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
異
動
等
も
含
め
て
、
こ

れ
だ
け
特
別
支
援
教
室
が
増
え
て
き
て
い
る

現
状
で
は
、
専
門
性
の
向
上
は
急
務
で
す
。

教
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
各
区
市
町
村
教

育
委
員
会
に
よ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
が
、

実
際
に
は
、
先
生
方
の
異
動
事
務
の
あ
と
、

学
級
数
が
最
終
確
定
す
る
た
め
、
結
果
、
新

規
採
用
者
が
巡
回
指
導
担
当
教
員
に
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
現
場
で

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
実
施
体
制
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
、
巡
回
指
導
教
員
の
配
置
案
の

策
定
に
当
た
り
、
各
拠
点
・
巡
回
校
グ
ル
ー

プ
に
巡
回
指
導
の
中
心
を
担
う
経
験
が
豊
富

で
専
門
性
の
高
い
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

專
門
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
集
合
研
修

を
増
や
し
て
い
く
と
、
一
方
で
「
働
き
方
改

革
」
に
逆
行
す
る
と
い
う
側
面
も
併
せ
有
す

る
の
で
、
や
は
り
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

産
休
代
替
教
員
や
講
師
の
先
生
方
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。
都
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度

か
ら
「
マ
イ
・
キ
ャ
リ
ア
・
ノ
ー
ト
」
を
運

用
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
ロ
グ
イ
ン
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
特
別
支
援

教
室
の
指
導
に
も
役
立
つ
研
修
動
画
を
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
集
合
研
修
以
外
に
も
学
ぶ

こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
上
山
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い

て
平
成
三
十
三
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

る
中
学
校
特
別
支
援
教
室
に
つ
い
て
四
点

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
点
目
は
、

モ
デ
ル
事
業
を
や
ら
れ
て
ど
の
よ
う
な
課

題
が
見
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
で
す
。
二

点
目
は
、
中
学
校
は
教
科
ご
と
の
免
許
に

分
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
免
許
の
教
科

の
問
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
三

点
目
は
、
学
年
部
会
や
部
活
な
ど
の
校
務

分
掌
上
の
配
慮
に
つ
い
て
で
す
。
巡
回
指

導
教
員
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
配
盧
を

想
定
し
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

四
点
目
は
、
発
達
障
害
を
基
盤
と
し
て
二

次
的
に
不
登
校
を
起
こ
す
お
子
さ
ん
が
思

春
期
以
降
多
く
な
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
状
態
像
と
し
て
の
不
登
校
、
基
盤

と
し
て
の
発
達
障
害
。
そ
の
辺
の
対
応
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る

の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
和
田
）
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
も

言
い
ま
し
た
よ
う
に
平
成
三
十
三
年
度
完

成
を
目
途
に
推
進
し
て
お
り
、
現
在
百
校
が

設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
課
題

や
配
盧
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
巡
回
指
導

教
員
と
在
籍
校
の
教
職
員
と
の
連
携
を
図

る
た
め
の
時
間
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
指

導
対
象
生
徒
の
行
動
観
察
や
校
内
教
職
員

と
の
情
報
共
有
な
ど
、
指
導
以
外
の
巡
回

指
導
教
員
の
業
務
の
重
要
性
に
配
盧
す
る

と
と
も
に
、
連
携
型
個
別
指
導
計
画
な
ど
、

巡
回
指
導
教
員
と
在
籍
校
教
職
員
の
連
携

の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
特
別
支

援
教
室
専
門
員
の
方
を
上
手
に
活
用
し
て
、

連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
特
有
の
課
題
と
し
ま
し
て

は
、
や
は
り
思
春
期
を
迎
え
る
子
供
た
ち

の
対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
の
特
別

支
援
教
室
で
指
導
を
受
け
る
生
徒
が
、
一

部
の
授
業
を
抜
け
て
特
別
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
生
徒
の
自
尊
感
情
に

配
盧
し
、
利
用
す
る
生
徒
本
人
の
自
己
理

解
・
自
己
決
定
の
尊
重
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
将
来
の
進
路
の
不
安
へ

の
対
応
も
必
要
で
す
。
巡
回
指
導
教
員
と

在
籍
校
の
教
職
員
と
の
連
携
・
役
割
分
担

及
び
外
部
専
門
家
の
活
用
等
に
よ
り
、
相

談
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
小
学
校
で
も

同
じ
で
し
た
が
、
教
室
環
境
の
配
慮
と
い

う
こ
と
で
、
教
室
の
場
所
や
指
導
の
場
面

に
お
け
る
教
室
環
境
に
つ
い
て
、
思
春
期

は
多
感
な
時
期
と
な
る
こ
と
に
加
え
て
人

間
関
係
が
複
雑
に
な
り
、
周
囲
の
目
を
気

に
す
る
こ
と
へ
の
配
盧
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
教
室
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
中
学
生

と
い
う
発
達
段
階
を
考
慮
し
、
年
齢
に
即

し
た
名
称
に
す
る
等
の
配
盧
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
中
学
校
の
課
題
と
し
て
、
小

学
校
か
ら
の
引
き
継
ぎ
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ

か
く
小
学
校
で
培
っ
て
き
た
特
別
な
支
援
、

指
導
の
中
身
が
中
学
校
に
上
手
に
引
き
継

が
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
個
別
の
教
育
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支
援
計
画
（
学
校
生
活
支
援
シ
ー
ト
）
等

の
活
用
や
学
校
間
の
連
携
を
密
に
す
る
こ

と
に
よ
り
確
実
に
情
報
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
重
要
で
す
。

二
点
目
が
教
科
の
問
題
で
し
た
。
文
科

省
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条

の
規
定
に
よ
る
「
特
別
の
教
育
課
程
に
つ

い
て
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
平
成
二
十
八
年
文
科
省
告
示
、
平
成
三
十

年
四
月
一
日
施
行
）
に
よ
り
、
指
導
の
趣

旨
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
通
級
指
導
を

す
る
教
科
に
当
た
っ
て
は
単
に
教
科
の
補

充
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
教
科
等
の
一

部
を
指
導
に
活
用
し
て
よ
い
の
だ
け
れ
ど
、

あ
く
ま
で
も
自
立
活
動
の
指
導
で
あ
っ
て
、

学
習
上
の
困
難
、
ま
た
は
克
服
す
る
た
め

の
指
導
で
あ
る
か
ら
、
教
科
の
内
容
に
偏

ら
な
い
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
例
え
ば
数
学
の
指
導
の
場

合
、
数
学
の
先
生
が
必
ず
必
要
か
と
い
う

と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
が
、
通
級
を

指
導
す
る
教
員
は
、
専
門
の
教
科
担
当
と

連
携
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
点
目
が
分
掌
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

は
小
学
校
で
も
同
様
な
の
で
す
が
、
巡
回

指
導
教
員
は
拠
点
校
で
常
時
勤
務
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
拠
点
校
に

お
け
る
分
掌
は
、
巡
回
指
導
教
員
と
し
て

の
業
務
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
配
慮
が
必

要
で
あ
り
、
部
活
動
指
導
に
つ
い
て
も
巡

回
指
導
教
員
と
し
て
の
業
務
に
支
障
が
で

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
巡
回
校
に
お
い
て
は
、
分
掌
、
部
活

動
や
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
原
則
担
当

し
な
い
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
学
校
の
管
理
職
に
分
掌
に
つ
い
は
十

分
配
盧
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

四
点
目
は
不
登
校
の
状
態
に
あ
る
生
徒

に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
れ
は
本
当
に
難
し

い
問
題
で
す
。
不
登
校
と
発
達
障
害
の
様

態
と
い
う
の
が
、
ど
ち
ら
が
先
か
後
か
の

よ
う
な
感
じ
で
、
非
常
に
被
さ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
不
登
校
の

状
態
に
あ
る
生
徒
は
、
一
般
的
に
通
常
の

学
級
の
授
業
に
出
席
し
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
的
に
は
通
級
に
よ

る
指
導
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
ど
ち
ら

が
先
か
後
か
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す

の
で
、
慎
重
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
、

医
療
、
相
談
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
十
分
検
討
し
て
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
小
林
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

変
具
体
的
な
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
都
情
研
は
、
我
々
の
専
門
性
を
高
め

る
た
め
の
研
修
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
日
は
後
藤
指
導
主
事
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
我
々
都
情
研

に
期
待
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
お
話
し

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

（
後
藤
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
都
情

研
に
今
後
期
待
し
て
い
く
役
割
と
い
う
こ

と
で
、
話
題
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

私
の
方
か
ら
も
先
生
方
に
ぜ
ひ
と
も
お
伝

え
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
多
く
は
巡
回
指
導
教
員
と
し
て
複
数

の
学
校
で
御
指
導
に
あ
た
り
、
特
別
支
援

教
育
の
理
解
推
進
を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
指
導
を
始
め

て
一
、
二
年
と
い
う
方
も
高
い
専
門
性
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
が
、
通
常
の
学
級
の
先
生

方
に
通
常
の
学
級
で
の
支
援
に
つ
い
て
助

言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
や
校
内
研
修
の
講

師
な
ど
を
頼
ま
れ
た
と
き
に
ぜ
ひ
御
活
用

い
た
だ
き
た
い
資
料
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
で
は
平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九

年
度
の
二
年
間
に
発
達
障
害
に
関
す
る
多

く
の
指
導
資
料
を
作
成
し
て
、
各
学
校
に

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は

皆
様
自
身
の
指
導
場
面
だ
け
で
は
な
く
、

通
常
の
学
級
の
先
生
方
へ
の
助
言
に
も
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
日
は
特
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
二
十
八
年
度
に
作
成
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
指
導
に
関
す
る
事

例
集
で
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
日
野

市
教
育
委
員
会
、
そ
れ
か
ら
狛
江
市
教
育

委
員
会
の
皆
様
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
御
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
Ｄ
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
指
導
事

例
集
】

集
合
や
整
列
が
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

へ
の
指
導
。
学
習
場
面
や
日
常
生
活
の

場
面
で
教
員
の
指
示
や
合
図
を
聞
い

て
体
を
動
か
す
こ
と
を
繰
り
返
す
こ

と
で
指
示
や
合
図
に
注
意
を
は
ら
う

態
度
を
身
に
付
け
る
。

こ
の
よ
う
な
指
導
は
、
通
常
の
学
級
の

低
学
年
で
も
学
年
の
最
初
に
指
導
さ
れ
る

よ
う
な
内
容
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

う
い
っ
た
内
容
が
ど
う
し
て
発
達
障
害
の

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
有
効
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
こ
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
中
で
分
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
指
導
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
通
常
の
学
級
の
先
生
方

に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
冊
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
ち
ら
の
内
容
が
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
で
分

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
御
活
用
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
に
作
成
し

た
弓
読
め
た
』
『
わ
か
っ
た
』
『
で
き
た
』

読
み
書
き
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
小
学
校
版

で
す
。
こ
ち
ら
は
、
読
み
書
き
障
害
の
診

断
を
受
け
て
い
る
お
子
さ
ん
だ
け
に
向
け

た
も
の
で
は
な
く
、
読
み
や
書
き
が
苦
手

な
状
態
を
示
す
お
子
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
分
か

る
よ
う
に
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
。
中

に
は
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
入
っ
て
お
り
ま
し

て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
分
か
っ
た
つ
ま
ず

き
へ
の
指
導
用
の
プ
リ
ン
ト
が
入
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
お
子
さ
ん
に
合
わ
せ

①
集
合
時
の
ル
ー
ル
を
事
前
に
確
認

す
る
。

②
整
列
の
練
習
で
は
、
教
員
が
合
図
を

決
め
、
指
示
す
る
言
葉
や
配
置
を
視
覚

的
に
示
す
。

③
整
列
に
慣
れ
た
ら
集
合
と
整
列
を

組
み
合
わ
せ
て
練
習
す
る
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て
漢
字
や
言
葉
を
変
え
て
プ
リ
ン
ト
を
作

成
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
小
学
校
版
の
読
み
書
き
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
取
り
方
を
丁
寧
に
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
取
る
と
い
う
方

に
も
、
こ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
三
月
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
中
学
校
版
に
も
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
つ
い
て

お
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
に
は
、
中
学
校
版

だ
け
で
は
な
く
小
学
校
版
の
Ｃ
Ｄ
~
Ｒ
Ｏ
Ｍ

の
コ
ン
テ
ン
ッ
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ

ひ
小
学
校
の
高
学
年
を
担
当
す
る
先
生
方

に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

「
面
談
の
プ
リ
ン
ト
を
（
保
護
者
に
）

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
こ
と
を

先
生
が
言
わ
な
か
っ
た
の
で
、
渡
さ
な

い
。

↑

一
番
必
要
な
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か

る
よ
う
な
メ
モ
を
、
付
簔
を
使
っ
て
さ

り
げ
な
く
本
人
に
示
す
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
先
生
が
話
す
内
容
の
理
解
を
促
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
〔
『
読
め
た
』
「
わ
か
っ
た
』
『
で

き
た
』
読
み
書
き
ア
セ
ス
メ
ン
ト
〕

情
報
の
読
み
取
り
の
弱
さ
に
対
す
る
支

援
の
ポ
イ
ン
ト

「
話
を
理
解
す
る
う
え
で
必
要
な
事
柄

を
見
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
」
を
取
り
入
れ
た
支
援
の
例

中
学
生
は
特
に
、
周
り
の
生
徒
か
ら
も
あ

か
ら
さ
ま
に
分
か
る
支
援
で
は
な
く
、
本

人
だ
け
が
分
か
る
よ
う
な
支
援
な
ど
、
本

人
の
心
理
的
な
側
面
に
配
慮
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
支

援
の
例
も
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
こ
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
中
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
通
常

の
学
級
の
先
生
方
へ
の
理
解
を
促
す
際
に

御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
冊
子
の
中
に
載
せ

て
い
る
内
容
を
少
し
御
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、
例
え
ば
漢
字
を
書
く
こ
と

が
不
得
意
な
児
童
・
生
徒
に
は
三
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
プ
ー
は
平
仮
名

の
読
み
が
不
得
意
、
タ
イ
プ
２
は
漢
字
の

読
み
が
不
得
意
、
ま
た
タ
イ
プ
３
は
読
み

は
不
得
意
で
は
な
い
が
、
書
き
が
不
得
意

な
児
童
・
生
徒
で
す
。
タ
イ
プ
ー
、
２
に
つ

い
て
は
、
漢
字
の
形
と
読
み
の
関
係
を
習

得
し
た
り
、
漢
字
の
読
み
か
ら
正
し
い
形

を
想
起
し
た
り
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
不
得
意
で
、
漢
字
を
部
品
に
分
け
て
見

比
べ
て
組
み
立
て
る
な
ど
の
指
導
が
有
効

で
す
。
こ
の
よ
う
な
指
導
の
具
体
例
も
冊

子
の
中
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
書
く
こ
と
に
関
連
し
て
現
在

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
北
区
、
府
中
市
、

多
摩
市
の
研
究
指
定
校
の
先
生
方
と
協
力

し
ま
し
て
体
の
使
い
方
が
苦
手
な
お
子
さ

ん
の
指
導
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
平
成
三
十
二
年
度
に
は
成

果
を
広
く
普
及
で
き
る
よ
う
に
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

本
日
、
様
々
な
指
導
資
料
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
御
活
用
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
人
材
育
成
や
専
門
性
向
上
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
の
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
都
情
研
に
は
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も

若
い
先
生
方
、
初
め
て
担
当
に
な
ら
れ
た

先
生
方
の
専
門
性
の
向
上
を
担
っ
て
い
た

だ
く
役
割
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
小
林
）
ぜ
ひ
、
今
御
説
明
い
た
だ
い
た
資

料
を
活
用
し
な
が
ら
指
導
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
最
後
に
、
御
説
明
い
た
だ

い
た
資
料
や
説
明
の
内
容
と
都
情
研
で
進

め
て
い
る
今
年
度
の
研
修
と
の
関
わ
り
を

上
山
先
生
に
話
し
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の

座
談
の
ま
と
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
上
山
）
ま
ず
、
都
情
研
の
こ
う
い
う
会
に
、

本
当
に
御
多
用
の
中
、
来
て
く
だ
さ
っ
て

お
話
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
非
常

に
貴
重
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
御
説
明
い
た
だ
い
た
資
料
な
ど

も
、
こ
れ
だ
け
ま
と
め
て
い
た
だ
く
の
は

非
常
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
こ
の
資
料
の
基
礎
に
な
っ
て

い
る
、
今
年
度
の
都
情
研
の
研
修
で
笹
田

先
生
に
も
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

感
覚
統
合
な
ど
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら

読
む
と
更
に
理
解
が
進
む
の
か
な
、
活
用

で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
度
、

研
修
を
進
め
て
い
っ
て
、
東
京
都
と
も
色
々

な
形
で
連
携
、
資
料
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
私
た
ち
の
専
門
性
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

編
集
・
発
行
企
画
運
営
本
部
広
報
担
当

各

ブ

ロ

ッ

ク

広

報

係

世

田

谷

区

立

深

沢

小

学

校

丑

０

３

１

３

４

２

８

１

８

９

３

１

印

刷

㈱

ワ

ー

ル

ド

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

広
報
に
関
す
る
御
意
見
、
御
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
平
成
三
十
一
年
度
「
定
期
総
会
」

案
内
【
日
時
】
四
月
十
六
日
（
火
）

十

四

時

開

始

予

定

（

詳

細

は

後

日

案

内

）

【
場
所
】
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

江

東

区

江

東

公

会

堂

大

ホ

ー

ル

【
記
念
講
演
】

「
特
別
支
援
教
室
に
期
待
す
る
こ
と

～
医
療
の
立
場
か
ら
見
え
る
も
の
を

通
し
て
～
」

＊
講
師
む
さ
し
の
小
児
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

院

長

川

崎

葉

子

先

生

く
べ
き
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
小
林
）
そ
れ
で
は
、
座
談
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

編
集
後
記


